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１．委員の指摘及び提言概要 

有明海の干潟生態系の食物網・食物連鎖の把握を目的とした、意欲的で興味深い生態学的研究で

ある。中間評価段階でかなり複雑で精緻かつ包括的な食物連鎖の図が作成され、トッププレデター

やKeystone種も把握されつつあるようで、一定の成果が期待できると考えられる。生物学的にも興

味深い。食物網の時間的（季節）変化、空間的変化を考慮し、どのような上位捕食者を操作・管理

することで、水産資源の回復に繋げることが可能か、また、そうした管理が生物多様性保全と両立

され得るのか、プロジェクトの終了時までに答えを出してほしい。期待している。 

 

２．採点結果 
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